
地方公共団体が管理する橋梁延長が増加している一方で通行止め橋梁数が増加

維持管理に関する負担の増加

維持管理費の負担増が想定されるなか、利用状況等を踏まえ、橋梁等※の集約化・撤去
を推進

道路施設の集約化・撤去

（km）

１５m以上の橋梁延長の推移
（地方公共団体管理）

※道路統計年報

無名橋126（愛知県あま市）

通行止め橋梁

長尾小学校前歩道橋
（兵庫県宝塚市）

379

545

300

400

500

600

H25 H26 H27 H28

（橋）

通行止め橋梁の推移
（地方公共団体管理）

※H29.4 道路局調べ

■集約化・撤去の事例②（北海道開発局）
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※橋梁以外の道路附属物についても、必要に応じて集約化・撤去を実施

■集約化・撤去の事例①（徳島県徳島市）

整備前 整備後

１本の単柱標識

集約後

３本の単柱標識

集約前車道機能を隣接

橋に集約し、人道

橋にリニューアル

集約化・撤去による管理施設数の削減（１） 資料１３
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《設問》道路施設の集約化・撤去にあたって
どのような課題があるか（複数回答可）

（H28.9道路局調査）

予算確保 事例共有

集約化･撤去に対するニーズと課題

橋などの高齢化に対し、約2割の方が「集約や撤去を進める」と回答
集約化・撤去を進めていく上で「予算確保」「事例共有」が課題

■ 補助制度の拡充

調査対象：全国の市区町村 有効回答数：1,674団体
※有効回答を得た団体にて集計 ※特別区含む

道路に関する世論調査

《設問》橋などの高齢化が今後進んでいくが、これらの橋などについて、どのように維持や
修繕、更新を行うべきか

集約化・撤去に関する地方公共団体アンケート（H28.9内閣府調査）

課題への対応

「予算確保」として、平成29年度より補助制度を拡充
「事例共有」として、優良な取組み事例をメンテナンス会議等で紹介

■ 事例紹介の実施

取組み事例を道路メンテナンス会議やホーム
ページ等で紹介

事例紹介の内容
・背景と経緯、事業概要
・撤去にあたっての地域
の合意形成
・協議先とその時期
・課題解決方法 など

大規模修繕・更新補助制度に集約
化・撤去※を対象として拡充

※撤去については、集約化に伴って実施する他の
構造物の撤去に限る

18.7%

7.8%

48.4%

20.8%

1.2% 0.3% 2.9%

補修するよりも積極的に
更新を進める

傷みが大きくなってから補修し、必
要に応じて更新

傷みが小さいうちに予防的な補修（で
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維持修繕を行う対象を絞って、
集約や撤去を進める
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隣接橋に接続する道路の改良

○迂回路の「交差点改良」や「道路拡幅」を実施し、通行止めとなっている
老朽橋を「撤去」

「撤去」 「交差点改良」

左折可能左折
困難

整備前 整備後

整備前 整備後

集約化・撤去による管理施設数の削減（２）


